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種　　　　　　類 許容荷重 kN (t)

50.03 (5.1)

29.43 (3.0)

58.86 (6.0)

29.43 (3.0)

   7.46 (0.76)

　5.10 (0.52)

53.96 (5.5)

重荷重

中荷重

重荷重

中荷重

幅1200㎜以上

幅  900㎜以下

支柱（ステップ（ベタ支柱）式）

各種ジャッキ

伸縮ブレース

梁　受　ＳＨ－1800

システムサポート

●システムサポート
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支　柱

重荷重用支柱

ジョイント付き

ジョイントなし

カ　ラ　ー　材

   型　　式

SAH－1800J

SAH－900J

SAH－450J

SAH－1800

SAH－900

SAH－600 

SAH－200 

 L (㎜)

1800

900

450

1800

900

600

330

 緊結部

4段

2段

1段

4段

2段

1段

なし

 重量(㎏)

8.0

4.4

2.5

7.3

3.7

2.3

2.0

支　柱（使用鋼管φ60.5×2.5t）

　　　●ジョイント付き支柱に大引受ジャッキは入りません。

　　　●ジョイントなし支柱は、支柱最上部に使用します。

カラー材（使用鋼管φ70■φ60.5×2.5t）

　　　●ジョイントなし支柱上部、及び各支柱最下部に使用します。

　　　●カラー材を連続して使用する事は出来ません。

抜け止めピン

●システムサポート
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型　　式

SBH－1

SBH－2

SBH－3

H（㎜）

 1800

 1800

 1350

 1350

W（㎜)

1800 

1500 

1200 

　900 

1800 

1500 

1200 

　900 

　600 

 L（㎜）

2343

2162

2012

1897

2016

1805

1621

1477

1383

重量（㎜）

　 
6.8

　 6.0

　 5.0

　型　　式

 SC－　400

 SC－   600

 SC－   900

 SC－ 1200

 SC－ 1500

 SC－ 1800

　長さ（㎜）

　339

　539

　839

 1139

 1439

 1739

  重量（㎏）

1.5

1.9

2.7

3.4

4.1

4.9

伸縮ブレース

横つなぎ ●使用鋼管φ42.7×2.5t

●使用鋼管φ42.7×2.5t　
               φ36.4×2.5t　

SC-400

SC-600

SC-900

SC-1200

SC-1500

SC-1800

400

339

SBH-1

SBH-2

SBH-3

H

●システムサポート
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型　　式

SJH－3A

　L（㎜）

450～100

重量（㎏）

 7.2

型　　式

SJH－3

  L（㎜）

450～100

重量（㎏）

7.1

型　　式

SJH－2

　L（㎜）

450～100

重量（㎏）

6.3

大引受ジャッキ（アルミ用） 大引受ジャッキ ジャッキベース

L

L

L

●システムサポート
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ブラケット

アルミ大引材

  W (㎜）

60

断　　面　　積（㎝2）

断　面　係　数（㎝3）

断面2次モーメント（㎝4）

ヤ ン グ 係 数 （N/㎝2）

許容曲げ応力度（N/㎝2）

21.2

Z=85.87

I=858.7

E=6.87×106

fb=13734

  H (㎜）

200

L

1m～4m　0.5m毎

重量（㎏/m)

5.85

断面性能

●システムサポート
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　型　　式

 SH－1800

 SH－1500

 SH－1200

 SH－  900

L（㎜）

1739

1439

1139

  839

重量（㎏）

　21.0

　18.8

　15.6

　13.7

梁　受

階　段 親子クランプ

自在型

直交型

20.0kg 0.8kg

●システムサポート
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システムサポート施工例

●ボックスカルバート

●スラブ・梁 ●橋　脚

●上記の図面は正式図面ではありませんので、この図面を元に組立て等行わないでください。

●システムサポート計画図の作成においては、労働安全衛生規則で定める有資格者の参画。

　および、組立においては足場の組立等作業主任者、型枠支保工組立て等の作業主任者を選任し、

　労働安全衛生規則を順守して作業を行ってください。

●実際の施工においては、システムサポート計画図面に基づくこと。

警告 ！

※この図面はアルミ大引材を使用しています。

●システムサポート

s0113305
長方形
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 システムサポート作業順序
組立作業を効率よく取進めるためには、部材セットの段取りと、計画的に順序を踏んで行く綿密な注意力が必要です。

必要なタイミングに必要部材が手許にセットされているように工夫してください。

①支保工割付け図を参考に墨出しを行う。

②墨出しを基にジャッキベース（SJH　2)を

　配置する。

　この時、ジャッキベースは図面に記載され

　ている寸法値に調整しておく事。

③配置したジャッキベースに支柱（SAH   ＊＊＊＊）を差し込み、

　横つなぎ（SC　＊＊＊＊）を最下段に取り付ける事。

　横つなぎのクサビの打ち込みは、この時行う事。

④最下段横つなぎの取り付けに引き続き、２段目の横つな

　ぎ（SC　＊＊＊＊）の取り付けを行う。この時点での横つな

　ぎのクサビの打ち込みは行わず、クサビの差し込みに留

　めておく。

　２段目の横つなぎ取り付け終了後、支保工の高さレベル

　の確認を行う事。

●システムサポート
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●システムサポート

⑤支保工割付け図に記載されている位置に

　伸縮ブレース（SBH　＊)の取り付けを

　行う。この時ブレースと横つな

　ぎを止める抜け止めピンの差し

　込みは、忘れずに行う事。

　ブレースの取り付け後、

横つなぎの２段目のクサビ

の打ち込みを行う。

⑥２段目より上へ組上げる時は、④⑤の手順を踏まえ

　作業を繰り返す。

　但し、支柱の継ぎ足し時には、必ず抜け止めピンを

　用いて支柱の抜け防止処置を行う事。

⑦大引受けジャッキ（SJH　＊)を支保工割付け図より、

　所定の高さに調整し、支柱に差し込む事。

有
効
長

1
0
0
～
4
5
0

s0113305
長方形
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

システムサポート組立基準

ベタ支柱方式：支柱を林立させ、行・列２方向に横つなぎ材を用いて連結し、構造体を形成する方式。

　横つなぎは支柱の下部及び垂直間隔は、1,800mm以下毎、か

つ支柱の継手部分附近に設けてください。但し、支柱間隔が

600mmでブレースを取り付ける場合は、横つなぎ間隔を

1,350mm以下としてください。尚、それ以外については単管に

て筋交をとりつけてください。

　取り付けは、横つなぎ両端のクサビが支柱の緊結部の正しい位

置に納まっていることを確認した後、ガタがないようクサビを十

分に打ち込んでください。

1.組立
　　支保工の組立においては、指定の部材を使用し、その

　使用部材を指定された方法で、強固に結合してください。

2.基礎
　　基礎は十分な支持力を有することを確認してください。

3.支柱間隔
　　ベタ支柱方式の支柱間隔は1,800mm 以下とします。

　支柱の継ぎ足しは、抜け止めピンを挿入し、支柱の抜け

　止めを行ってください。

4.ジャッキベース
　　支柱の最下端には、ジャッキベースを使用し、支柱の

　レベル及びその位置は正確に揃えてください。

　　組立後及び使用中はジャッキベースのハンドルに遊び

　がないよう、つねに確認してください。また、床面に勾

　配がある場合には、キャンバー等を使用し、且つ滑動防

　止の措置を講じてください。

6.伸縮ブレース
　　横つなぎに設けられたピン穴を利用し、抜け止めピン

　を挿入することにより、確実に取付けてください。

　　ベタ支柱の場合、各行及び各列の構面内に原則として

　３スパン及び２スパン毎に全高にわたって取付けてくだ

　さい。

　また専用ブレースを用いることが困難なときは単管にて

　筋交を設けてください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

5.横つなぎ

●システムサポート
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7.大引受ジャッキ
　　支柱の上端には、高さ調整と解体時の応力解放のため、

　大引受ジャッキを設けてください。

　　また、組立後大引受ジャッキのハンドルに遊びのない

　ことを確認してください。傾斜部分を受ける場合などで、

　キャンバーを使用する場合は、原則として支柱に設ける

　筋交と同様の取り付けスパン毎に、単管及び緊結金具で

　大引受ジャッキに斜材を

　設けてください。ただし、

　やむを得ず斜材を取り付

　けられない場合、支柱の

　許容荷重を下げて使用し

　てください。

　梁受を使用する場合はその取り付け部にSH-1800~900

を使用してください。梁受の取り付けは、上下弦材両端

のクサビが支柱の緊結部の正しい位置に納まっているこ

とを確認した後、ガタがないようクサビを十分に打ち込

んでください。

8.梁受

番号

①

②

③

構成部材

支　　　　　柱

ジャッキベース

大引受ジャッキ

構成部材

横 つ な ぎ

伸縮ブレース

梁　　　　受

番号

④

⑤

⑥

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●システムサポート
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構造全体の安全性

許容荷重

実大実験風景

1.水平方向の安全性

伸縮ブレースを取付ける位置は、行・列方向共に２スパ

ン以下に全高にわたって取付ける。

鉛直荷重の５％の水平力で検討すると、支柱２本分の水

平力は

支柱間隔が1200以上の場合

        50.03kN×2×5％=5.0kN
　　　(5.1t×2×5％＝0.51t)

これに対し、伸縮ブレースの許容水平抵抗力は

1200㎜以上の場合

　　　7.46kN(0.76t)
　　　　　　　　であるので十分安全である。

2.梁受の強度

実大実験の結果、梁受の強度は227.59kN(23.2t)（２個

当たり）との結果を得られた。

これを許容荷重と比較すると、2.1以上の安全率を有す

るので安全である。但し、梁受が取付けられる支柱に作

用される荷重は、支柱の許容荷重の値以下とする。

伸縮ブレース実大実験

※右記の表示（試験データ）

アルミ大引材実大実験 四角塔実大実験 ベタ支柱実大実験

種　　　類 許容荷重(kN)

50.03 (5.1t)

58.86 (6.0t)

　7.46 (0.76t)

　5.10 (0.52t)

53.96 (5.5t)

支柱〈ステップ（ベタ支柱）式〉

各種ジャッキ

梁　　　　受　　SH－1800

伸縮ブレース
幅1200㎜以上

幅  900㎜以上

50.03kN
(5.1ton)

50.03kN
(5.1ton)

50.03kN
(5.1ton)

50.03kN
(5.1ton)

50.03kN
(5.1ton)

●システムサポート
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種　　　　類

支　柱　圧　縮　強　度

ジャッキベース圧縮強度

伸縮ブレース圧縮強度

梁　受　圧　縮　強　度

試験破壊荷重
（kN）

許容荷重
（kN）

座屈長

1,800

137.34

（14.0t）

50.03

（5.1t）

58.86

（6.0t）

7.46

（0.76t）

5.10

（0.52t）

53.96

（5.5t）

座屈長

1,350

166.77

（17.0t）

固定型

4本当り

484.61

（49.4t）

SBH－1

4本当り

62.78

（6.4t）

SBH－3

4本当り

43.16

（4.4t）

2個当り
227.59
（23.2t）

試　験　方　法

■試験データ

●システムサポート
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